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 奈良女子大学工学部規程

第１章　総則
（趣旨等）

第１条　奈良女子大学工学部（以下「学部」という。）に関する事項は、奈良女子大学学則に定めるもののほかは、
この規程の定めるところによる。

２　奈良女子大学学則及びこの規程に特別の定めのある場合を除いて、学部に関する事項は、学部教授会が定める。
（学部の目的）

第１条の２　工学部は、産業界の多様な分野において課題の本質の理解や探究心をもたせるために、STEAM教育に
基づく知識に加えて、幅広い教養や工学の基礎知識に立脚する応用力とコミュニケーション能力を強化し、発見
や創造に立ち向かう主体性を身に付けた人材を育成することを目的とする。

第２章　教育課程及び履修方法等
（学科）

第２条　本学部に工学科を置く。
（学科の目的）

第２条の２　工学科は、工学の専門知識や技術に加えて、人間と社会、自然と科学に関する幅広い教養を身に付け、
それらから工学的視点に立って社会にイノベーションを起こす力を身に付けた工学系女性人材を育成することを
目的とする。
（授業科目）

第３条　教養科目等の授業科目、単位数等は、別表Ⅰ（教養教育科目）、別表Ⅱ（専門教育科目）及び別表Ⅲ（キャ
リア教育科目）のとおりとする。

２　授業科目の一部は年度によって開講しないことがある。
３　授業科目は所定のもの以外に臨時に開講することがある。

（日本語科目及び日本事情に関する科目）
第４条　前条に規定する授業科目のほか、外国人留学生及び外国人留学生以外の学生で外国において相当期間中等教
育を受けた者（以下「外国人留学生等」という。）のため、別表Ⅰに定める日本語科目を置く。
（卒業の要件となる単位数）

第５条　卒業資格を得たものと認定されるためには、次の表に定める各単位を含め124単位以上を修得しなければな
らない。

授　　　業　　　科　　　目 必要単位数

教養教育科目
基礎科目群

外 国 語 科 目 ８
保健体育科目 ２
情報処理科目

教　養　科　目　群 18※

専門教育科目
基幹科目群

基幹必修科目 29
基幹発展科目 13

専門科目群
専門基礎科目

38
専門応用科目

※高年次（３、４年）に履修することを別に指定する教養科目１単位以上を含む

２　基礎科目群は、前項の表に定める外国語科目及び保健体育科目の各必要単位数を含む計12単位を修得しなければ
ならない。

３　必要単位数を超えて修得した基礎科目群の単位は、教養科目群の単位に代えることができる。
４　外国語科目は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語のうち、英語４単位以上を含む計８単位を修得しなければ
ならない。

５　日本語科目は、外国人留学生のみが履修することができ、その単位を修得した場合は、これを、第１項に規定す
る所定の単位のうち、外国語科目の単位に代えることができる。

６　保健体育科目は、健康運動実習Ⅰ及びⅡの２単位を修得しなければならない。ただし、編入学生については、う
ち１単位または２単位をスポーツ実習の単位で代えることができる。

７　必修の専門教育科目の詳細については、別表Ⅱにおいて定める。
８　第１項に定める卒業資格要件単位には、第１項の表に定める単位のほか、第７条５項に規定する科目を修得した
単位数及び別表Ⅰ（教養教育科目）に定める科目の一部の単位数、並びに別表Ⅲのキャリアプラン科目群に定め
る科目の一部の単位数を含めることができる。
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（単位の計算方法）
第６条　授業科目の単位の計算方法は、次の基準によるものとする。
　一　講義は、15時間の講義をもって１単位とする。
　二　演習は、15時間の演習をもって１単位とする。
　三�　実験、実習及び実技は、30時間から45時間の実験、実習及び実技をもって１単位とする。
　四�　一の授業科目について、 講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合について

は、その組み合わせに応じ , 前各号に規定する基準を考慮した時間の授業をもって１単位とする。
（履修手続）

第７条　学生は学期のはじめに（学期の中途に開設される授業科目については、その開講以前に）履修しようとする
授業科目を届け出なければならない。ただし、臨時に開設される授業科目については、その開講前に届け出るも
のとする。

２　専門教育科目は、特に指定された科目を除き、第１年次から履修できるものとする。
３　授業科目のうち、段階的に履修すべきものは、特に指定された場合を除いて下級のものから上級のものに進まね
ばならない。なお、特に指定されたものを除いて、同一科目、同一段階のものを二度以上履修しても単位は重ね
て与えられない。

４　単位を修得できなかった科目は、再度、履修することができる。
５　学生は、他の学部の専門教育科目を履修することができる。
６　前項の規定により修得した単位は、専門教育科目の単位として加算する。

（履修科目の登録の上限）
第８条　学生が卒業の要件として修得すべき単位数について、１年間に履修科目として登録できる単位数の上限は48
単位とする。

２　所定の単位を優れた成績をもって修得した学生には、前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることが
ある。

３　前項の取扱いについては、別に定める。
（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第９条　教育上有益と認めるときは、学生が他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学（以下「他
の大学等」という。）の授業科目を履修することを認め、教授会の議を経て、修得した単位は60単位を超えない範
囲で本学部における授業科目の履修とみなし単位を与える。

２　前項の規定による履修を希望するときは、あらかじめ学部長（外国の大学等へ留学する場合にあっては学長）に
願い出てその許可を受けなければならない。
（大学以外の教育施設等における学修）

第10条　教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学
大臣が定める学修を、教授会の議を経て、本学部における授業科目の履修とみなし単位を与える。

２　前項により与える単位数は、前条の規定により本学部において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を
超えないものとする。
（入学前の既修得単位等の認定）

第11条　教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目につ
いて修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、本学に入学した後の本学
部における授業科目の履修により修得したものとみなし単位を与える。

２　前項の規定により修得したものとみなし与える単位数は、編入学、転学等の場合を除き、本学部において修得し
た単位以外のものについては、第９条及び第10条により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60
単位を超えないものとする。

第３章　成績評価と卒業
（成績評価）

第12条　成績評価は、科目修了試験によって行う。
（科目修了試験）

第13条　科目修了試験は、学期末に行う。ただし、学期の中途で完結する授業科目については、臨時にこれを行う
ことがある。

２　科目修了試験は、その学期の授業について、その科目を履修登録した者に対してのみ行う。
３　科目修了試験の追試験は行わない。ただし、教授会において、病気その他やむを得ない事由によるもので、かつ
将来の学習計画にはなはだしく支障を来すと認められたものについては、特別の方法で成績評価を行うことがある。
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（休学した者の科目修了試験）
第14条　休学した者は、その学期に行われる科目修了試験を受けることができない。
２　休学した者が休学前の学期又は復学後の学期において履修した科目については、特別の方法で成績評価を行うこ
とがある。
（卒業研究の科目修了試験）

第15条　卒業研究の科目修了試験は、卒業研究審査等により行う。
２　卒業研究の科目修了試験に不合格となった者は、次期の授業終了の際、改めて試験を請求することができる。

（科目等履修生及び特別聴講学生の成績評価）
第16条　科目等履修生及び特別聴講学生の成績評価は、第12条及び第13条の規定を準用する。

（卒業の認定）
第17条　本学部に４年以上在学し、卒業の要件として本学部が定める単位を修得した学生に対し、教授会の議を経
て、卒業を認める。
（早期卒業）

第18条　本学部に３年６月以上在学し、卒業の要件として本学部が定める単位を優秀な成績で修得したと認められ
る学生は、教授会の議を経て、卒業を認めることがある。

２　前項の取扱については、別に定める。

第４章　編入学、転入学
（編入学）

第19条　学則第48条の規定により、本学部へ編入学を志願する者があるときは、選考の上、教授会の議を経て、学
長が入学を許可することがある。

２　編入学の出願資格及び選考方法等については、別に定める。
（転入学）

第20条　学則第49条の規定により、本学部へ転入学を志願する者があるときは、選考の上、教授会の議を経て、学
長が入学を許可することがある。

２　転入学の出願資格及び選考方法等については、別に定める。

第５章　転学部
（転学部）

第21条　奈良女子大学転学部規程に基づき本学部へ転学部を志願する者があるときは、選考の上、教授会の議を経
て許可することがある。

２　転学部の出願資格及び選考方法等については、別に定める。

附　則
　この規程は、令和４年４月１日から施行する。

別表Ⅰ　教養教育科目に関する授業科目及び単位数等

１．基礎科目群
　⑴　外国語科目

授　　業　　科　　目 単位数 備　考

英 　 　 語

コンプリヘンシブ・イングリッシュ １ ２単位
プラクティカル・イングリッシュ １ ２単位
アカデミック・イングリッシュ １ ２単位
プレゼンテーション・イングリッシュ １ ２単位

ド イ ツ 語

ドイツ語ⅠＡ １ ２単位
ドイツ語ⅠＢ １ ２単位
ドイツ語ⅡＡ １ ２単位
ドイツ語ⅡＢ １ ２単位
ドイツ語Ⅲ １
ドイツ語Ⅳ １



― 243 ―

学

則

文
学
部
規
程

生
活
環
境
学
部

規

程

理
学
部
規
程

大
学
院
人
間
文
化

総
合
科
学
研
究
科
規
程

学

位

規

程

心

得

工

学

部

規

程

工

学

部

規

程

フ ラ ン ス 語

フランス語ⅠＡ １ ２単位
フランス語ⅠＢ １ ２単位
フランス語ⅡＡ １ ２単位
フランス語ⅡＢ １ ２単位
フランス語Ⅲ １
フランス語Ⅳ １

ス ペ イン 語

スペイン語初級Ⅰ １
スペイン語初級Ⅱ １
スペイン語中級Ⅰ １
スペイン語中級Ⅱ １

中 国 語

中国語Ⅰ １ ４単位
中国語Ⅱ １ ４単位
中国語Ⅲ １
中国語Ⅳ １
中国語検定初級Ⅰ １
中国語検定初級Ⅱ １
中国語検定中級Ⅰ １
中国語検定中級Ⅱ １

ロ シ ア 語

ロシア語初級Ⅰ １
ロシア語初級Ⅱ １
ロシア語中級Ⅰ １
ロシア語中級Ⅱ １

韓 国 語

韓国語初級Ⅰ １
韓国語初級Ⅱ １
韓国語中級Ⅰ １
韓国語中級Ⅱ １

（摘要）１�．外国語科目の各授業科目の単位は、備考欄に掲げる単位数を上限に修得すること。
　　　　２�．必修単位として、英語、ドイツ語、フランス語、中国語のうち、英語４単位以上を含む計８単位を

修得しなければならない。
　　　　３�．中国語検定初級・中級の各科目の単位は、第５条第４項に定める外国語科目の単位には含まれな

い。

　⑵　日本語科目
授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数
日本語ⅠＡ １ 日本事情Ａ １
日本語ⅠＢ １ 日本事情Ｂ １
日本語ⅠＣ １ 日本語ＦⅠ １
日本語ⅠＤ １ 日本語ＦⅡ １
日本語ⅡＡ １ 日本語ＦⅢ １
日本語ⅡＢ １ 日本語ＦⅣ １
日本語ⅡＣ １ 日本語ＪⅠ １
日本語ⅡＤ １ 日本語ＪⅡ １
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　⑶　保健体育科目
授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　考

健康運動実習Ⅰ １
健康運動実習Ⅱ １
スポーツ実習Ａ（１～ 12） 各１
スポーツ実習Ｂ（１～５） 各１
スポーツ実習Ｃ（１～６） 各１

（摘要）１�．卒業要件単位として、健康運動実習Ⅰ及びⅡを修得すること。
　　　　　ただし、編入学生についてはこの限りではない。

　⑷　情報処理科目

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　考
情報処理入門Ⅰ ２
情報処理入門Ⅱ ２
情報基礎 ２

２．教養科目群
区　分 授　業　科　目 単位数 備　　考

大 学 生 活 入 門・
パ サ ー ジ ュ・
諸 学 へ の 誘 い

「奈良」女子大学入門 ２
考える力をみがく ２
これからの社会で生きるために １ 高年次教養科目
諸学への誘い １
パサージュ １

人 間 と 文 化

部落史と部落問題 ２
アジア学入門 ２
アラビアの言語と文化 ２
ベトナムの言語と文化 ２
哲学の歴史 ２
現代の倫理 ２
現代宗教学への招待 ２
心の科学への招待 ２
社会と文化の心理学 ２
歴史学 ２
日本の言語と文学 ２
ことばのしくみ ２
ことばと文化 ２
西洋の言語と文化 ２
日本の美と芸術 ２
西洋の美と芸術 ２
音楽概説 ２
地域の人と暮らし ２
人類史 ２
考古科学ゼミ ２
古典を読むＡ ２ 高年次教養科目
古典を読むＢ ２ 高年次教養科目
環太平洋くろしお文化論 ２
自然環境の地理学 ２
奈良と教育―ここはどこ？私は誰？― ２
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生 活 と 社 会

日本国憲法 ２
人権と差別 ２
ジェンダー論入門 ２
文化と民族 ２
なら学 ２
なら学＋（プラス） ２
社会学 ２
法律学 ２
政治学 ２
国際関係論 ２
経済学 ２
統計学 ２
女性リーダー論 ２
女性リーダーシップ演習 ２
奈良を知る １

人 間 と 自 然

いのちと健康 ２
生活と健康 ２
共生科学 ２
社会に出るまでに知っておきたい科学Ⅰ １ 高年次教養科目
教養としての自然科学Ａ １ 高年次教養科目
教養としての自然科学Ｂ １ 高年次教養科目
科学の言語としての数学 ２ 高年次教養科目
アメリカ学生研修 SEASoN ２
数学入門 ２
生活の中の物理学 ２
化学の常識 ２
環境と生物 ２
教養としての化学数学 １ 高年次教養科目
ジェンダー生理学 ２
固体地球環境学入門 ２
科学史 ２
生活と色彩 ２
健康・スポーツ科学 ２
生命 ･運動 ･健康 ２
人体科学 ２
ベーシックサイエンスⅠ ２
ベーシックサイエンスⅡ ２

グローバル教育科目

異文化理解と国際協力 ２
異文化理解と平和構築 ２
日本文化と地域社会Ａ ３
日本文化と地域社会Ｂ ３
日本文化と地域社会Ｃ ２
日本文化と地域社会Ｄ ２
Modern Japanese Literature and Media A ２
Modern Japanese Literature and Media B ２
Japanese Culture and History A ２
Japanese Culture and History B ２
Contemporary Japanese Society A ２
Contemporary Japanese Society B ２
Traditional Japanese Culture A ２
Traditional Japanese Culture B ２
Global Studies and Communication A ２
Global Studies and Communication B ２
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別表Ⅱ　専門教育科目に関する授業科目及び単位数

区　分 授　業　科　目
単　位　数

備　　考
必修 選択必修 選択

基
幹
科
目
群

基
幹
必
修
科
目

微分積分 １
線形代数 １
確率・統計 １
情報学概論 ２
プログラミング基礎 ２
プログラミング実践 ２
電子工学 ２
計測工学概論 １
機械工学概論 １
先端設計生産工学概論 １
生体基礎 １
物理基礎 １
化学基礎 １
創造とデザインの理論 １
造形基礎演習Ⅰ ２
自己プロデュースⅠ １
自己プロデュースⅡ １
批判的思考Ⅰ ２
技術者倫理 ２
エンジニアリングビジネス概論 １
エンジニアリング演習（PBL） １
価値創造体験演習（PBL） １

基
幹
発
展
科
目

応用線形代数 ２
多変量解析 １
離散数学 ２
アナログ回路 １
デジタル回路 １
知能ロボット ２
技術史 １
人間工学 ２
機械力学 ２
熱力学 ２
電磁気学 ２
流体力学 ２
材料力学 ２
基礎生理学 ２
物理化学 ２
有機化学 ２
物理化学実験 １
造形基礎演習Ⅱ ２
批判的思考Ⅱ １
歴史文化工学 ２
技術と理念の日本美術史 ２
植物生産学 ２
イノベーション演習 １
情報ビジネス ２
起業論 １
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区　分 授　業　科　目
単　位　数

備　　考
必修 選択必修 選択

専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

最適化 ２
パターン認識 ２
センサ工学 ２
メディア工学演習 ２
生活支援と福祉工学 ２
信頼性工学 １
先端設計生産工学実習Ⅰ １
医工学概論 ２
生体力学 ２
認知神経科学 ２
生体計測基礎実習 ２
感性工学 １
物性工学 ２
高分子構造 ２
無機化学 ２
機器分析化学 ２
応用物理化学実験 ２
有機・無機化学実験 ２
建築環境工学 ２
都市・建築デザイン学 ２
環境・防災科学 ２
プロジェクト・マネジメント ２
エンジニアリングビジネス演習 １
プレゼミナール ２
コンセプチュアルデザイン演習（PBL） ２ ３科目から２科目４単位

を選択必修
ユーザー指向開発演習（PBL） ２
社会改善起業演習（PBL） ２

専
門
応
用
科
目

関係データ分析 ２
五感情報設計演習 ２
ヒューマンインターフェース演習 ２
先端設計生産工学実習Ⅱ ２
ヘルスプロモーション ２
ヒューマンキネティクス ２
生体機能学 ２
生体医工学演習 ２
有機工業化学 ２
高分子材料学 ２
機能性高分子化学 ２
機能性有機材料化学 １
電気化学 ２
環境人間工学実習 ２
プロダクトデザイン演習 ２
建築都市発展演習Ⅰ ３
建築都市発展演習Ⅱ ３
芸術文化発展演習 ２
河川・海岸工学 ２
プロジェクト・デザイン演習 ２
コミュニケーション工学 １
卒業研究Ⅰ ３
卒業研究Ⅱ ３
卒業研究Ⅲ ３
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別表Ⅲ　キャリア教育科目に関する授業科目及び単位数等
１．キャリアプラン科目群

授　　業　　科　　目 単位数

現代社会と職業 ２

専門職論（文学部） １

専門職論（理学部） １

専門職論（生活環境学部） １

異文化理解と平和構築（ニュージーランド研修） ２

キャリアデザイン・ゼミナールＡ １

キャリアデザイン・ゼミナールＢ １

キャリアデザイン・ゼミナールＣ １

インターンシップ Ⅰ １

（摘要）１�．この科目群の授業科目のうち、「現代社会と職業」のみ、学部規程第５条に規定する卒業の要件と
なる教養科目群の単位数に含めることができる。

　　　　２�．｢キャリアデザイン・ゼミナールＡ｣ ｢キャリアデザイン・ゼミナールＢ｣ 及び ｢キャリアデザイ
ン・ゼミナールＣ｣ については、それぞれ重複履修を認める。

２．資格関連科目群

授　業　科　目 単位数

博物館概論 ２

博物館教育論 ２

博物館資料論 ２

博物館資料保存論 ２

博物館展示論 ２

博物館経営論 ２

博物館情報・メディア論 ２

博物館実習Ⅰ １

博物館実習Ⅱ １

博物館実習Ⅲ １

（摘要）１�．この科目群の単位は、学部規程第５条に規定する卒業の要件となる単位数には含まれない。
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放送大学教育協力型単位互換科目について

　奈良女子大学工学部規程第３条第３項の規定に基づき、下記のとおり開講する。

授　業　科　目 単位数 備　　　考

社 会 調 査 の 基 礎 ２

初 歩 か ら の 宇 宙 の 科 学 ２

舞 台 芸 術 の 魅 力 ２

市 民 生 活 と 裁 判 ２

地球温暖化と社会イノベーション ２

環 境 の 可 視 化 ２

情報社会のユニバーサルデザイン ２

中 東 の 政 治 ２

金 融 と 社 会 ２

　（摘要）１�　令和４年度在学生に適用する。
　　　　　２�　卒業の要件となる単位数に含めることができる。ただし、教養教育科目及び専門教育科目の必要単位

数に含めることはできない。


